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Vサイン! 大人の仲間入りです（１月８日　成人式）



2006年３月26日（日）～４月４日（火） 
レッスン会場 ： 茨城県教育研修センター 

イタリア国境に近いフランス有数のリゾート地クールシュヴェールで毎夏開催される｢クールシュ

ヴェール夏季国際音楽アカデミー｣は、世界各地の主要音楽大学から60人に上る教授とプロの音楽家

を目指す600人に上る受講生が参加する、ヨーロッパ有数のアカデミーです。本アカデミーはこのカ

リキュラムにしたがって、2005年に日本で初めて開催され、多くの受講生から圧倒的な支持を集め

ました。カリキュラムと講師陣をさらに充実させて2006年春、新笠間市誕生直後、再び開催します。 

世界最高峰クールシュヴェールのレッスンを日本で!

　迫力あるレッスンを多くの方々に間近で見ていただくため、すべ
ての時間帯でレッスンを公開します。 
◆レッスンの方式 
　・1レッスン135分のなかで、受講生3人が順番に講師と1対1の
　　レッスンを受けます。 
　・外国人講師のクラスには通訳、ヴァイオリンクラスにはピアノ
　　伴奏がつきます。 
　・すべてのレッスン時間帯で、ヴァイオリン･ピアノ各1クラスの
　　レッスンが公開します。 
◆10日間のうち1日を「新笠間市民の日」として、市民の皆さんに無
　料で公開します。 

公開レッスン 

　アカデミーに講師として参加している世界トップクラスの演奏家
によるコンサートを期間中３回開催します。レッスンに集中するため、
通常では開催が難しいコンサートですが、講師陣が当アカデミーの「音
楽によるまちづくり」の趣旨に賛同して実現したものです。チケット料
金もお手ごろに設定しています。演奏技術、感性ともに超一流の演奏家
のコンサートを堪能ください。 

アカデミー講師によるコンサート 

３月25日(土)14時～　オープニングフェスティバル 
　　　　　　　　　　 （友部町中央公民館） 
　　26日(日)11時～　オリエンテーション 
　　　　　　　　　　 開講式･ウェルカムパーティー 
　　　　　　　　　　 （茨城県教育研修センター） 
　　29日(水)19時～　講師コンサート（友部町中央公民館） 
　　31日(金)19時～　講師コンサート（笠間市中央公民館） 

４月２日(日)17時～　　　講師コンサート 
　　　　　　　　　　　　（笠間市中央公民館） 
　　３日(月)19時～　　　受講生コンサート 
　　　　　　　　　　　　（笠間市中央公民館） 
　　４日(火)16時30分～  修了式 
　　　　　　　　　　　　（茨城県教育研修センター） 

スケジュール （３月19日の合併に伴い、施設の名称が一部変わります。） 

 街角コンサート 
(音楽愛好家による市民コンサート)

ザハール・ブロン 
ケルン音楽大学・チューリッヒ音学院教授 

ドン・スーク・カン 
ヨンセイ大学教授 

辰巳明子 
桐朋学園大学教授 

パスカル・ドゥヴァイヨン 
ベルリン芸術大学・ジュネーヴ音楽院教授 

ヴィレム・ブロンズ 
アムステルダム音楽院教授 

岡本美智子 
桐朋学園大学教授 

玉置善己 
桐朋学園大学教授 

青柳　晋 
東京芸術大学助教授 

ヴァイオリンクラス ピアノクラス 

音楽によるまちづくりの仕組み 

音楽文化の発信地をアピール 

世界に羽ばたく音楽家の育成 

充実したレッスン環境 

ボランティア 
スタッフ 市　民 

友の会 

アカデミーを通しての新市一体感づくり 市民参画の音楽文化の創造 

音楽によるまちづくりの推進　　　新笠間市＝音楽のまち 

レッスン レッスンレッスン レッスン 

公開 

選抜された 
受講生 

世界最高峰の 
講師陣 

小中学校向け 
セミレッスン 

市内外の音楽愛好家による 
ミニコンサート 

音楽を身近に感じてもらうため 
連日、新市全域の　　　　 
各所で開催　　　 

（外国人講師4名） 

レッスンをきっかけに市全体に音楽を… 

期間中：3回開催 

街角 
コンサート 
街角街角 

コンサートコンサート 
街角 

コンサート 
講師 

コンサート 
講師講師 

コンサートコンサート 
講師 

コンサート 

音楽 
シンポジウム 

支援 協力 

登録 

世界最高の 
演奏技術を堪能 

さまざまなジャンルの 
音楽を楽しむ 

迫力ある 
レッスンを間近で 

設立 

支援 

　開催期間中、多くの皆さんにさらに身近に音楽を楽しんでもらうた
め、市内外の音楽愛好家による｢街角コンサート｣を開催します。公共施
設を中心に市内の各所で、さまざまなジャンルのコンサートを行いま
す。レッスン･講師コンサートと相まって、街全体に毎日｢音楽との出会
い｣を創り出します。 
 

※このほか、小中学生を対象としたセミレッスンや音楽評論家による音楽シンポジウムなど、さまざまな
　プログラムを準備しています。 

※レッスンは開催期間中、毎日３回行います。また、スケジュールは変更になる場合があります。 

問合せ　実行委員会事務局（企画課内）  内線323 
Eメール　machi-z@town.tomobe.ibaraki.jp
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し
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社
会
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境
が
変
化
す
る
中
で
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
で
き

る
よ
う
な
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
男
女
が
互
い

に
尊
重
し
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
助
け
合
い
、

ま
た
責
任
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
一
人
ひ
と
り

が
何
を
す
べ
き
か
考
え
、
積
極
的
に
参
画
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
基
本
理
念
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
た
上
で
当
町
で
も
、
各
主
体
の
役

割
を
明
確
に
し
、
行
政
施
策
の
指
針
と
な
る
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、

プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
を「
男
女
共
生
の
ま
ち
を
目

指
し
て
」と
し
ま
し
た
。

ー
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、
小
さ
な
思
い
や
り
ー

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
調
査
か
ら
、

家
庭
な
ど
日
常
的
な
生
活
の
中
に
男
女
共
同
参

画
に
向
け
て
の
課
題
が
数
多
く
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
目
指
す

べ
き
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た

め
の
最
も
重
要
な
視
点
と
し
て「
家
庭
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
、「
家
庭
か
ら
は
じ
ま
る
、
小
さ
な

思
い
や
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
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の
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庭
」に
着
目
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た

と
こ
ろ
で
す
。
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と
は
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夫
婦
・
親
子
な
ど
家

族
が
一
緒
に
生
活
す
る
集
ま
り
で
あ
り
、
日
常

の
家
事
、
子
育
て
、
介
護
に
加
え
趣
味
、
地
域

活
動
な
ど
、
家
庭
内
お
よ
び
家
庭
を
中
心
と
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
基
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的
な
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位
と

し
て
、
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重
要
性
は
、
今
後
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
が
生
活
す
る
場
と
し
て
の
家
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を
、

す
べ
て
の
取
り
組
み
の
基
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に
置
い
た
上
で
、

「
学
校
」「
地
域
社
会
」「
職
場
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
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で
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
と
行
政
の
連
携
、
支
援
に
よ
り
男
女
共
同
参

画
の
意
識
を
醸
成
さ
せ
る
と
い
う
視
点
で
プ
ラ

ン
を
構
成
し
ま
し
た
。

家庭 
思いやり、助け合いに 
よる共同参画 

学 校 
男女共同参画の 
視点による教育・ 
学習の展開 

地域社会 
支え合いと連携 
による活動の 
展開 

職 場 
多様な働き方を 
可能にする条件 
整備 

行政 
各種施策の展開と 
推進体制の整備・充実 

このプランは、町民の方々で組織する友部町男女共同参画プラン検討委員会で素案を作成

し、「パブリック・コメント手続」を経て、できあがりました。

この中で、男女共同参画社会に関する町民の意識、考え方などを明確化し、その実現に向

けたさまざまな活動、施策を基本理念などに沿って体系化することにより、これまでの取

り組みに対する理解を深め、今後一層推進していくことを具体的に示しています。
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プランの基本目標と主な施策プランの基本目標と主な施策 プランの基本目標と主な施策 

2

43
家庭家庭･日常生活の日常生活の 
環境整備環境整備 

家庭･日常生活の 
環境整備 

1
子育てへの支援 
・男女が共に子育てに参
　画するための支援 
・地域や学校で支え合う
子育ての支援 

生涯を通し
た健康への
支援 
・生涯を通した健

　康に関する意識の浸透 
・妊娠･出産時の心身の健
　康保持・増進への支援 

高齢者、障害
者などに対す
る自立支援 
・高齢者が安心し
　て暮らせる環境づくり 
・高齢者の社会参画促進、
　障害者に対する自立支援 

家庭生活における 
男女共同参画の促進 
・家庭生活における男性
　参画の促進 
・男女共同参画の視
　点での社会制
　度・慣行の
　見直し 

2

3
地域社会や学校地域社会や学校 地域社会や学校 

1
男女共同参画を推進
した教育･学習の充実 
・学校教育における男女共同参
　画を推進する教育・学習の充実 
・生涯学習における男女共

同参画を推進する教育・
学習の充実 

国際協調に 
基づく男女 
共同参画の推進 
・国際的視野での
　男女共同参画に関する
　情報の収集･提供 
・国際交流･国際協力によ
　る多様な価値観の普及 

地域社会における男
女共同参画の促進 
・地域社会活動における
　男女共同参画の促進 
・人材育成と地域活
　動の支援促進 

2

3
男女共同参画男女共同参画 
推進体制の確立推進体制の確立 
男女共同参画 
推進体制の確立 

1
パートナーシップによる
男女共同参画の促進 
・町民･関係団体とのパー
　トナーシップの促進 
・男女共同参画グルー

プ等の活動環境
の充実と支援 

行政推進 
体制の充実 
・推進体制の 
　確立 
・男女共同参画に関する
　情報提供と調査研究 

政策･方針決定過程におけ
る男女共同参画の促進 
・審議会･委員会などへの
　女性の参画促進 
・町内のあらゆる活
　動における女
　性の参画の
　促進 

2

3
職場や就業時の職場や就業時の 
環境整備環境整備 

職場や就業時の 
環境整備 

1
多様な働き方への 
支援 
・多様な働き方を可能に
　する就業条件の整備 
・農業・商工業の自営

業における男女が
共に働きやす
い環境整備 

家庭と両立
する労働の
促進 
・男女の職業生活
　と家庭･地域生活の両立
　の支援 
・労働に関わる情報の積
　極的提供 

働く場における労働
条件の整備 
・男女共同参画の視点に
　立った職場づくり 
・職場における人権
　侵害の防止対
　策の推進 

●問合せ　企画課(内線323) Ｅメール machi-z@town.tomobe.ibaraki.jp

－推進標語－

818人から1500点を超える応募がありました。最優秀賞、優秀賞の作品は次のとおりです。
最優秀賞　≪家庭で協力　地域で行動　そしてみんなで共同参画≫

内桶 勇樹さん(友部中３年)
優 秀 賞　≪社会に生きる　わたしの能力　あなたの個性≫

伊勢山えりさん(友部中１年)
≪尊重しよう！一人ひとりの個性と能力≫

山田 麻衣さん(友部中２年)
≪あったかハートで共同参画　みんなの個性が輝く社会≫

薗部 律子さん(友部中２年)
≪思いやる　小さな一歩が　共同参画≫

小林 曉子さん(上市原)
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問合せ　総務課(内線209)
Ｅメール syobou@town.tomobe.ibaraki.jp

毎
年
恒
例
の
友
部
町
消
防
出
初
式
が
１
月
７
日
、
柿
橋
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
消
防
団
員

や
消
防
署
員
、
消
防
関
係
者
な
ど
約
３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
に
先
が
け
て
行
わ
れ
た
春
季
点
検
で
は
、
川
上
町
長
が
人
員
、
姿
勢
、
服
装
や
消
防
車

輌
を
点
検
。
続
い
て
、
多
く
の
参
列
者
が
見
守
る
中
、
消
防
署
員
や
消
防
団
員
が
き
び
き
び
と

し
た
様
子
で
分
列
行
進
を
披
露
し
、
大
規
模
災
害
や
事
故
へ
の
備
え
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
防
庁
長
官
表
彰
を
は
じ
め
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
、
県
知
事
表
彰
、
県
消
防

協
会
長
表
彰
、
町
長
お
よ
び
団
長
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
消
防
協
力
者
、
長
年
活
動
を
続
け
た

消
防
団
員
な
ど
約
70
人
に
感
謝
状
や
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
小
原
地
区
の
涸
沼
前
川
を
会
場
に
、
消
防
車
輌
が
放
水
試
験
を
実
施
し
、
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
標
的
に
向
か
っ
て
空
高
く
舞
い
上
が
っ
た
水
し
ぶ
き

に
、
見
物
人
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

安
全
と
防
火
を
決
意

消防出初式 消防出初式 

点検

分列行進

放水試験



　１月８日、成人式が町中央公民館で行われました。

今年、成人を迎えたのは、昭和60年４月２日から

昭和61年４月１日までに生まれた432名、そのう

ち322名が真新しいスーツや袴姿、色鮮やかな振

り袖に身を包み式典に出席しました。 　成人者を代表して瀧本健一さんが｢新成人

としての決意を硬く胸に刻み、希望ある未来

に向け、日々努力を積み重ねていきたい｣と

謝辞を述べました。式典終了後行われたパー

ティーでは、給食が用意されたり、小･中学

校時代の恩師が招待されたりしました。新成

人たちは、懐かしい給食の味を楽しみ、旧友

や恩師との再会に話を弾ませていました。 

記念品のＴシャツ 
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まちの話題 

み
ん
な
で
介
護
予
防

昨
年
12
月
27
日
、
町
中
央
公
民
館
で

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
健
康

体
操
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
約
60
人
の
方
々
が
参
加
し
、
健
康

運
動
指
導
士
の
工
藤
千
香
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、「
た
だ
体
を
動
か
す
の
で
は

な
く
、
普
段
使
わ
な
い
筋
肉
を
使
い
、

呼
吸
を
意
識
し
て
無
理
せ
ず
ゆ
っ
く
り

行
う
こ
と
が
大
切
」と
、
実
際
に
体
を
動

か
し
な
が
ら
、
予
防
運
動
の
方
法
を
教

わ
り
ま
し
た
。
寒
い
日
で
し
た
が
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
、
片
足
を
上
げ
た
り

足
踏
み
を
し
た
り
と
、
楽
し
そ
う
に
体

を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

町
消
防
団
第
２
分
団

の
詰
所
が
完
成

昨
年
12
月
26
日
、
町
消
防
団
第
２
分

団(
大
田
町
・
八
反
山
地
区)

の
新
し
い
詰

所
が
完
成
し
、
町
か
ら
引
き
渡
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
旧
詰
所
の
老
朽
化
に
伴

い
新
築
さ
れ
た
も
の
で
、
真
新
し
い
詰

所
を
前
に
、
団
員
15
人
を
代
表
し
て
分

団
長
の
仲
野
さ
ん
は
、「
十
分
な
保
守
管

理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
団
員
一
丸
と

な
っ
て
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
ま

す
」と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。
町
消
防

団
は
、
地
域
の
安
全
を
守
る
力
強
い
味

方
で
す
。

新
年
の
決
意
を

誓
い
合
う

１
月
14
日
、
ま
ち
づ
く
り
新
春
賀
詞

交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賀

詞
交
歓
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ

て
い
る
人
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、
新
し

い
年
を
祝
い
、
町
の
発
展
を
祈
念
し
よ

う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て
川
上
町
長
は
、「
今

年
は
、
新
笠
間
市
誕
生
の
年
で
あ
り
、

積
極
的
に
情
報
提
供
や
住
民
参
画
の
仕

組
み
作
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
祝
宴
で
は
、
参
加

者
た
ち
が
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
抱
負
を
語
り
合
い
、
親
睦
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

新築された第２分団の詰所(大田町)

主催者と来賓による鏡開き

熱心に体を動かす参加者たち
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書
き
初
め
で

心
新
た
に

１
月
10
日
、
大
原
小
学
校
で
書
き
初

め
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し

は
、
大
原
地
区
の
住
民
で
組
織
す
る
大

原
文
化
振
興
会
の
指
導
の
も
と
、
３
年

か
ら
６
年
生
ま
で
の
約
１
５
０
人
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で

３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

墨
の
付
け
方
や
筆
の
運
び
方
な
ど
を
教

わ
り
な
が
ら
、
何
枚
も
書
き
直
し
納
得

の
い
く
作
品
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
で

き
あ
が
っ
た
作
品
は
、
校
内
の
多
目
的

集
会
広
場
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

真剣な表情で書き初めをする大原小の児童たち
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【標語の部】
町長賞 藤田可南子(友部中３年)

富永　早紀(友部第二中３年)

教育長賞 片桐　佳祐(友部中３年)
粕谷　謙太(友部第二中２年)

水戸税務署長賞 田中　太(友部中２年)
鴨志田莉花(友部第二中２年)

水戸国税モニター 飯島　大地(友部中２年)
会長賞

友部町納税貯蓄 根本　望(友部中２年)
組合連合会長賞 臼井　量子(友部第二中２年)

【作文の部】
町長賞 川又　優(友部中３年)

友部真里恵(友部第二中１年)

教育長賞　鈴木　将右(友部中３年)
�田　恭子(友部第二中２年)

水戸地区納税貯蓄 山田　梨沙(友部中３年)
組合連合会優秀賞 田崎　美和(友部第二中２年)

友部町納税貯蓄 中庭　寿子(友部中１年)
組合連合会長賞 江幡　和音(友部第二中２年)

中学生の税に関する標語･作文表彰 (敬称略)

(主催　関東信越国税局･全国納税貯蓄組合連合会、平成17年12月７日実施)

私たちの生活の安全と向上を図るため、国や地方公共団体がさまざまな役割を果たす財源として税金が使われていま
す。その大きな役割を果たしている税を正しく理解し、関心をもっていただくために税に関する標語･作文募集事業
が行われています。

表彰された友部中学校の皆さん 表彰された友部第二中学校の皆さん
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第３回友部学まちづくり講座が終了

昨年12月17日、町中央公民館にお

いて第３回友部学まちづくり講座の報

告会および閉講式を行いました。この

結果は、１月

21日の友部

学まちづく

り推進大会

でも発表さ

れました。

～友部学まちづくり講座の結果報告～

【第１班　新笠間市みつけ隊】

笠間焼、栗、配食サービス、アウトﾄﾞアなどの視

点から３市町を考え、合併後もこれらの特性を生か

した活気あふれる新笠間市をつくることを目的とし

たプランを提案。

【第２班　結グループ】

キーワードは、｢結｣＝地域の助け合いのしくみを

目指すこと。人材バンクや子育て110番など、学校、

地域、家庭が連携したまちづくりを提案。

【第３班「わ｣づくりまっぷ】

今まで３市町で受け継がれてきた歴史、文化、伝

統などを｢話｣、｢笑｣、｢和｣などをキーワードに小冊

子を作り、新笠間市をＰＲする。

【第４班　未来集団】

市民の手で観光活性化を目指すことを目的に、

｢ふるさと案内人｣を提案。３市町をつなぐ観光ルー

トの開発も必要としたまちづくり案。

町民参画のま
ちづくり

問合せ 
企画課まちづくり推進室（内線323） 
Eメール machi-z@town.tomobe.ibaraki.jp

 １部　親子（小学生男子）(２㎞) 

　第５位　原田正美･大輝(北川根小) 

 ２部　親子（小学生女子）(２㎞) 

　第５位　堀江昌代･佳央(友部第二小) 

 ３部　小学生男子(２㎞) 

　第３位　鈴木遼(友部小) 

 ４部　小学生女子(２㎞) 

　準優勝　石�千滉(友部小) 

 ５部　中学生女子(３㎞) 

　第３位　嶋田優紀(友部中) 

　第５位　来栖梓(友部中) 

　第６位　小室真子(友部第二中) 

 ６部　中学生男子(５㎞) 

　第３位　稲田直人(友部中) 

　第４位　入江亮裕(友部第二中) 

　第５位　安達健太(友部中) 

　第６位　村山和也(友部第二中)

 

　【７分40秒】 

 

　【８分50秒】 

 

　【７分22秒】 

 ４部　 

【７分30秒】 

 ５部　 

【11分32秒】 

 【11分41秒】 

　【11分46秒】 

 ６部　 

【16分58秒】 

【17分24秒】 

【17分31秒】 

　【17分32秒】 

 ７部　一般女子49歳以下(５㎞) 

　第４位　橘川純子(小原) 

 ９部　一般男子49歳以下(５㎞) 

　第６位　谷口和也(美原) 

 12部　一般女子39歳以下(10㎞) 

　優　勝　蓑輪美穂(大田町) 

 15部　一般男子40～49歳(10㎞) 

　優　勝　山口昭一(大田町) 

　第６位　大平幹雄(南友部)

 

　【20分34秒】 

 

　【17分40秒】 

 

　【36分41秒】 

 ４部　 

【35分23秒】 

【36分48秒】 

平成17年12月18日実施　※町内の入賞者のみ（敬称略） 
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地域でできる防犯活動
★児童･生徒の登下校時間帯の見守り(保護監視)活動をする。

★自分の子どもではなくても、暗くなるまで遊んでいるのを見かけたら、

早く帰るよう声をかける。

★通学路や子どもが遊んでいる場所などをうろついたり、不自然に子どもを連れている

不審者を見かけたときは、ためらわず声をかける。不審な点があったら110番する。

★｢こどもを守る110番の家｣を、子どもが気軽に利用できるよう働きかける。

★子どもの親同士が連絡を取り合い、互いの子どもを見守る。

★地域全体で、あいさつ(声かけ)運動･門灯点灯運動などを行う。

子どもに防犯の意識を持たせる
★外に遊びに行くときは、行き先や友だちの名前などを家族に話すよう習慣づける。

★一人で遊ばせない。暗くなるまで遊んだり、知らない人には絶対について行かない

よう言い聞かせる。

★防犯ブザーなどの防犯グッズを携帯させる。

★不審者･変質者と思われる人に声をかけられたときは、対応せず逃げる。

★登下校時など、集団で人通りの多い道を通るよう教える。

★何かを買ってあげるなど、甘い誘いにのらないよう言い聞かせる。

問合せ　総務課(内線209)
Ｅメール syobou@town.tomobe.ibaraki.jp

最近子どもを狙った犯罪が多発しています。このような状況の

中では、地域ぐるみで防犯活動を行ったり、子どもに防犯意識を

持たせたりするなど、対策が必要となります。

親子でチェックしてみよう!

 全部「はい」になるように頑張りましょう!

★近所の人に元気にあいさつをしていますか？ 
★「こどもを守る110番の家」を知っていますか？ 
★家に帰ったら、大きな声で「ただいま」と言っていますか？ 
★だれと遊ぶか、どこで遊ぶか、何時に帰るか、家族に話してから 
　出掛けていますか？ 
★危ない所で遊んでいませんか？ 
★家族と「地域安全マップ」を作ったことがありますか？ 
★帰りが遅くなったときは、明るい道を通って帰っていますか？ 
★ガードレールの内側を歩いていますか？ 
★防犯ブザーやホイッスルを鳴らしたことがありますか？ 
★外で一人で遊んでいませんか？ 

はい いいえ 
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風
物
詩
、
小
さ
な
花か

蕾ら
い

な
ど

126
い
よ
い
よ
二
月
、小
さ
な
花
蕾
、

そ
し
て
、
小
さ
な
草
の
芽
な
ど
が

目
に
付
く
時
候
が
や
っ
て
き
た
。

そ
れ
ら
に
、
出
会
い
な
が
ら
北
山

公
園
の
散
策
を
続
け
て
い
る
。

ま
ず
、
白
鳥
湖
を
一
周
す
る
遊

歩
道
を
た
ど
っ
て
、中
池
に
出
る
。

中
池
に
は
、
北
山
公
園
唯
一
の
ウ
メ

(

バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属)

の
木
が
あ
る
。

こ
の
ウ
メ
は
、
中
池
東
側
の
藤

棚
の
道
の
入
口
、
そ
の
左
側
の
土

手
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
三
月
に

な
っ
て
か
ら
の
花
の
時
期
に
は
、

一
つ
の
木
が
紅
白
に
咲
き
分
け
る

素
晴
ら
し
い
ウ
メ
で
あ
る
。

今
は
、
小
さ
な
つ
ぼ
み
が
、

紅
色
っ
ぽ
い
包
皮
に
包
ま
れ
た

小
さ
な
花
蕾
で
あ
る
。
今
年
は
、

こ
の
ウ
メ
の
つ
ぼ
み
も
多
い
よ

う
に
思
う
。

こ
の
ウ
メ
の
つ
ぼ
み
を
見
続
け

て
い
る
と
、
こ
の
中
池
を
好
ん
で

生
息
す
る
水
鳥
た
ち
が
、
岸
辺
に

寄
っ
て
く
る
。

ウ
メ
の
つ
ぼ
み
を
丹
念
に
見
て

か
ら
坂
道
を
登
っ
て
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
駐
車
場
周
辺
に
た
た
ず
み
、

花
蕾
を
探た

ん

勝し
ょ
うす

る
。

キ
ャ
ン
プ
場
駐
車
場
に
は
、
幾

株
か
の
サ
ク
ラ(

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ)

が
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
サ
ク
ラ
の

つ
ぼ
み
は
、
確
認
で
き
る
け
れ
ど

も
、
ま
だ
ま
だ
小
さ
い
つ
ぼ
み
な

の
で
あ
る
。

駐
車
場
北
側
の
一
角
に
、
コ
ブ

シ(

モ
ク
レ
ン
科
モ
ク
レ
ン
属)

の

木
を
見
つ
け
た
。
コ
ブ
シ
は
、
北

山
公
園
の
中
で
、
ツ
バ
キ(

ツ
バ

キ
科
ツ
バ
キ
属)

・
ミ
ツ
マ
タ(

ジ

ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
ミ
ツ
マ
タ
属)

な

ど
と
と
も
に
、
早
い
時
期
に
そ
の

つ
ぼ
み
を
形
成
し
て
い
る
。

明
る
い
春
空
に
向
か
っ
て
、
そ

の
美
し
い
形
を
作
り
出
し
て
い

る
。
二
月
特
有
の
日
射
し
を
受
け

な
が
ら
、
一
日
一
日
と
大
き
く
成

長
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

春
の
七
草
を
探
勝
し
よ
う
と
、

湿
性
生
態
園
の
土
手
を
歩
い
て
み

た
。
そ
の
土
手
は
地
形
的
に
軟
弱

で
あ
る
が
、
そ
の
感
触
は
、
降
り

立
つ
足
に
は
大
変
快
い
。

一
番
先
に
目
に
付
い
た
の
は
、

セ
リ(
セ
リ
科
セ
リ
属)

・
ハ
コ
ベ

(

ナ
デ
シ
コ
科
ハ
コ
ベ
属)

・
ゴ
ギ
ョ

ウ(

キ
ク
科
ハ
ハ
コ
グ
サ
属)

な
ど

で
あ
る
。
特
に
、
セ
リ
と
ハ
コ
ベ

は
見
付
け
や
す
い
。

ゴ
ギ
ョ
ウ
も
、
葉
の
色
が
綿
毛

の
付
い
た
よ
う
な
緑
色
な
の
で
、

見
付
け
や
す
い
の
で
あ
る
。
ホ
ト

ケ
ノ
ザ(

シ
ソ
科
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

属)

・
ナ
ズ
ナ(

ア
ブ
ラ
ナ
科
ナ
ズ

ナ
属)

は
、
湿
性
生
態
園
の
土
手

で
は
見
付
か
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
地
東
側
の
遊
歩
道
に
は
、

手
作
り
の
木
柵
に
沿
っ
て
、
六
十

五
株
の
ア
ジ
サ
イ(

ユ
キ
ノ
シ
タ

科
ア
ジ
サ
イ
属)

が
植
栽
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
ア
ジ
サ
イ
の
芽
も
、

し
っ
か
り
と
確
認
さ
れ
る
。
ア
ジ

サ
イ
は
、
枯
れ
葉
、
枯
れ
枝
を
て

い
ね
い
に
刈
り
取
り
、
そ
の
整
備

さ
れ
た
姿
に
感
動
す
る
。

(

文
責
　
編
集
担
当)

山
の
四
季
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町
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子どもたちに安心・安全を 子どもたちに安心・安全を 
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今
、
子
ど
も
た
ち
が
「
外
で
遊
べ
な

い
」「
一
人
で
下
校
で
き
な
い
」「
防
犯
ブ

サ
ー
を
持
た
な
け
れ
ば
歩
け
な
い
」な
ど

と
、
か
つ
て
は「
世
界
一
安
全
な
国
、
日

本
」と
言
わ
れ
た
日
本
の
安
全
神
話
は
崩

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
全
国
各
地
で
子
ど

も
た
ち
を
狙
っ
た
犯
罪
が
多
発
す
る
中
、

県
内
で
も
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け
や

不
審
者
情
報
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

平
成
17
年
７
月
末
日
の
県
内
の
市
町

村
別
犯
罪
率
を
見
る
と
、
本
町
は
64
市

町
村
中
24
位
で
、
笠
間
警
察
署
管
内
で

は
、
友
部
交
番
管
内
が
圧
倒
的
に
犯
罪

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
、
行
政
も
含
め
地
域
住
民
が

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守
る
」と
い
う
気

運
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。「
子
ど

も
の
安
全
を
守
る
会
」は
、
子
を
持
つ

母
親
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た

団
体
で
す
。

全
国
各
地
の
犯
罪
状
況
を
見
て
も
、

警
察
や
行
政
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
親
が
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
日
々
考

え
て
い
る
高
橋
さ
ん
は
、
昨
年
、
県

知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ「
明
日
の
地
域
づ

く
り
委
員
会
」の
委
員
と
し
て
、
県
の

活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
が
歩
い
て
い
る
と
き
に
は

遠
慮
せ
ず
に
声
を
か
け
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
」。
そ
ん
な
高
橋
さ
ん
の
夢
は
活
動

を
町
そ
し
て
県
全
体
に
広
げ
る
こ
と

で
す
。「
各
小
中
学
校
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
」と
話
す
高
橋
さ

ん
。「
犯
罪
ゼ
ロ
」を
目
指
し
て
の
活

動
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
地
域
を
見
回
り
な
が
ら
、
親
同

士
の
情
報
交
換
や
道
ば
た
で
の
出
会

い
が
楽
し
い
」
と
話
す
高
橋
さ
ん
。

き
っ
か
け
は
、
第
２
回
友
部
学
ま
ち

づ
く
り
講
座
に
参
加
し
、
町
内
５
つ

の
小
学
校
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、「
下
校

時
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
」へ

の
要
望
が
多
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
「
親
で
あ
る
私
た
ち
が
動
か

な
い
と
い
け
な
い
」
と
奮
起
し
て
、

友
部
小
学
校
の
通
学
路
の
防
犯
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
今
は
、
仕
事
と
家

事
を
こ
な
し
な
が
ら
週
に
２
回
、
パ

ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。
ピ
ン
ク

の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
身
を
包
み
町
を
歩

け
ば
目
を
引
き
、
そ
れ
だ
け
で
も

「
犯
罪
抑
止
効
果
」は
十
分
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
方
々
に
も
協
力
を
得

よ
う
と
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
会
員

を
募
集
し
、
現
在
は
約
80
人
か
ら
協

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
親

に
も
っ
と
危
機
感
を

も
っ
て
ほ
し
い
。
時

間
の
空
い
た
と
き
、

５
分
で
も
い
い
か
ら

行
動
し
て
ほ
し
い
」

と
話
す
高
橋
さ
ん
に

は
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
大
き
な
思
い
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
今
、

高
橋
さ
ん
た
ち
の
地

道
な
活
動
が
必
要
な

の
で
す
。

高橋さんを含む６人の女性グループが｢学校と地域の
連携｣を目指して活動を始めたのは２年前。お揃いのピ
ンク色のジャンパーがトレードマークです。

子どもの安全を守る会 

代表　高橋　明美さん（南友部） 

小学校での会議の様子小学校での会議の様子 小学校での会議の様子 

子どもの安全を守る会の皆さん子どもの安全を守る会の皆さん 子どもの安全を守る会の皆さん 
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◆図書館は変身しています
・・皆さんは変化に気付いていますか・・

図書館では、毎月ホールでいろいろな分野の

本を紹介しています。一言で本と言っても多く

のものがあり、普段本棚を見てもなかなか見つ

けづらいものもあります。そこで、定期的に特

色のある本をホールに展示して、皆さんに幅広

い資料の活用をしていただけるよう紹介してい

ます。例えば、活字が大きく読みやすい｢大活

字本｣、外国語で書かれている｢洋書｣、専門的

な内容が書かれている｢医学書｣、季節や時期に

関連する｢クリスマスやお正月｣の本など。図書

館にはこんな本もあったの!なんて発見がある

かも知れません。

図書館においでの

際には、ちょっと

足を止めてみては

いかがですか。

◆図書館カレンダー

■…休館日　■…資料整理のため休館
開館時間　火～金曜日 午前９時30分～午後６時

土・日曜日 午前９時～午後５時

問合せ 図書館(�78ー1200 FAX 78ー3683）
ホームページアドレス http://www.lib.tomobe.ibaraki.jp Eメール info@lib.tomobe.ibaraki.jp

お 知 ら せ 行 事 予 定

３月 
日 月 火 水 木 金 土 
    １ ２ ３ ４ 
 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
 12 13 14 15 16 17 18 
 19 20 21 22 23 24 25 
 26 27 28 29 30 31

２月 
日 月 火 水 木 金 土 
    １ ２ ３ ４ 
 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
 12 13 14 15 16 17 18 
 19 20 21 22 23 24 25 
 26 27 28

◆おはなし会(毎月第１日曜日・第３土曜日）
３月 ５日(日) 午後２時から
絵　本　｢わらのうし｣
絵　本　｢はらぺこあおむし｣
３月18日(土) 午後２時から
絵　本　｢はなびらのうま｣
絵　本　｢さるかに｣

◆音楽会・名曲コンサ－ト(毎月第３日曜日）
３月19日(日) 午後１時30分から
ドヴォルザーク
交響曲第９番｢新世界より｣ほか

◆名作映画会(毎月第４日曜日）
３月26日(日) 午後２時から
｢ラストサムライ｣
(2004年　アメリカ映画:154分)
トム･クルーズが主演し、渡辺謙や真田広之ら日
本人俳優と共演し話題となったアクション大作
監督　エドワード･ズウィック

◆みんなおいでよ(毎月第４日曜日）
３月26日(日) 午前10時30分から
視聴覚室で紙芝居や大型絵本の読み聞かせ

など、楽しいことがいっぱい。
※お友達たくさんいるよ、みんなおいでよ！

◯多色刷木版画展｢多田　邦生｣
３月７日～３月19日

ここ２年間の小さな旅のスケッチ、身近な風景
写生をもとにつくった、多色刷り木版画35点を展
示します。今回は、テーマを決めずに心おもむく
まま自由に制作しました。

◯写真展｢友部写友会｣
３月22日～４月２日

今回の作品は｢秋冬｣と題した、季節をテーマと
したものです。多くの皆さんのご来場を賜りたく
ご案内します。

ギ ャ ラ リ ー

としょかん としょかん としょかん 
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本の紹介コーナー本の紹介コーナー(ホールホール)本の紹介コーナー(ホール)

◆システム更新のため臨時休館します
システム更新のため３月27日(月)～31日(金)ま
で、臨時休館となりますので、ご協力をお願い
します。



問合せ 中央公民館 �77－7533 Eメール koumin@town.tomobe.ibaraki.jp

知らせお

い出に残る成人式になりました！思

今年の成人式も、成人式実行委員会｢はたちの会｣のメンバー

が、昨年から準備を進め多くのアイディアを出し合い、趣向を

凝らした成人式になりました。大人になった証として｢成人証

書｣やオリジナルTシャツ

を配布しました。また、北

山公園に記念の植樹もしま

した。今年は、友部町最後

の成人式として、それぞれ

に思い出に残る成人式に

なったようです。

期講座紹介定

こうみん こうみん 

楽 し く 学 ぼ う 

成人式の記念写真ができま
した。懐かしい友人との集合

写真を無料で配布します。

お早めに公民館窓口でお受け

取りください。

フラワーアレンジメン
ト教室と如月書道会の
皆さんが、成人式のお手伝い

をしてくれました。

成人証書に成人者の氏名を毛

筆で書いてもらったり、会場

内をフラワーアレンジで華や

かに飾ってもらったりしまし

た。ありがとうございました。

広報ともべ２月号15

子 室 親 教 子 室 親 教 子 室 親 教 子 室 親 教 

受講生の声

初めて親子教室に参加させていただきました。おもし

ろ理科先生のシャボン玉作りやしめ縄作りなど、親子

共々楽しみながら貴重な体験

をさせてもらいました。今年

は親子で初めて作ったしめ縄

を飾り、新年を迎えられたこ

とをうれしく思います。

五味敏明･泰輝(東平)

パン作りやしめ縄作りなどを親子で楽しく体験する教室です。

はたちの会の皆さん



My favorite

募集します！ 

彩楓ちゃん 
（鯉淵） 

和真くん 
（鯉淵） 

明日香ちゃん 
（南小泉） 

ヤギさん 
（旭町） 

大原小学校(６年)

根岸百合子さん

｢いつもの道｣

私の描いた絵の場所は、毎朝学
校に行くときに見える家のちかく
の景色です。おくにある木の山は
古墳で、小さいころから遊んでい
た、思い出の場所でもあります。

このコーナーでは、あなたのお気に入りの作品を紹介させていただきま
す。家族やペットの写真・俳句・短歌・イラスト・自由投稿などをお送り
ください。掲載させていただいた方には、薄謝を進呈します。必ず住所、
氏名（ペンネームの場合、本名も併記）を記入し、お送りください。

〒３０９-１７９２ 友部町役場町長公室秘書課　広報広聴係まで
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友
部
町
民
短
歌
会 

会

員

作

品 
友
部
町
民
俳
句
会 

俳

句

互

選 

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば 

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば 

文
芸 
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食生活改善推進員が、 

昔から食べられている 

旬の料理を紹介します。 

　すみつかれは、2月の初午(はつうま)のと
きに食べる祝い膳で、お赤飯や甘酒と一緒に
供えます。正月の新巻鮭や節分の大豆をうま
く利用した、寒さを乗り切る知恵から生まれ
た料理です。具も油揚げや人参を入れたり、
酢、酒粕などで味を付けるなど決まりはなく、
家々に昔から伝わる味で作られています。 

すみつかれ 

今月のレシピ 

【材料】 
大根３kg、大豆１カップ、新巻鮭3切れ、 

だし汁１カップ、しょう油大さじ５ 

【作り方】 

①大根を鬼おろしですりおろし、軽く水気を

　絞る。 

②大豆を煎り、皮をむく。 

　(節分の大豆を利用する) 

③新巻鮭を粗く切る。 

④①、②、③を鍋に入れ、だし汁としょう油で

　味付けし、大根が柔らかくなるまで煮る。 
 

※鬼おろし……竹を加工し、鋸歯状に1cm ほ

　どの三角形の突起を持たせたおろし器。粗

　く塊状におろすことができる。 

 

古こ

代だ
い

人じ
ん

の
言こ

と

葉ば

が
孵か

え

る
樹き

の
洞ほ

ら

に
蚊か

は
存そ

ん

在ざ
い

を
鋭

す
る
ど

く
示し

め

す

添
谷
　
武
男

風か
ぜ

立た

ち
て
揺ゆ

れ
る
葉は

裏う
ら

に
す
が
り
い
る
夏な

つ

の
か
た
み
か
空う

つ

蝉せ
み

一ひ
と

つ

須
藤
み
よ
子

彼ひ

岸が
ん

花ば
な

呆ほ

け
呆ほ

け
咲さ

け
る
野の

の
径み

ち

を
人ひ

と

を
除よ

け
さ
せ
バ
イ
ク
が
走は

し

る

鈴
木
　
香
織

運う
ん

命め
い

の
出で

会あ

い
よ
と
神か

み

が
導

み
ち
び

き
て
娘こ

は
嫁と

つ

ぎ
ゆ
く
出
雲

い

ず

も

の
人
へ

倉
持
　
博
美

(

教
室
部
会

台た
い

風ふ
う

に
耐た

え
て
残の

こ

れ
り
一い

ち

輪り
ん

の
鉄て

っ

砲ぽ
う

百ゆ

合り

の
白し

ろ

の
清す

が

し
さ

池い
け

生の

ま
さ
子

声こ
え

に
せ
ば
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え

の
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た

え
る
そ
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３ 月 
 

1 水 

2 木 

3 金 

4 土 

5 日 

6 月 

7 火 

8 水 

9 木 

10 金 

11 土 

12 日 

13 月 

14 火 

15 水 

17 金 

16 木 

18 土 

19 日 

20 月 

21 火 

22 水 

23 木 

24 金 

25 土 

26 日 

27 月 

28 火 

30 木 

31 金 

29 水 

心配ごと相談　 13:30～16:00 

9～10ヵ月児相談（H17.5.1～5.31生）　 9:00～10:00 

1才6ヵ月児健診（H16.7.21～8.31生）　 13:00～13:20 

3～4ヵ月児相談（H17.11.1～11.30生）　 9:00～10:00 

麻しん 常陸クリニック 13:30～14:00 

「論語」に学ぶ　 14:00～15:30 

２才児健診（H16.1.21～2.29生）　 13:00～13:20 

三種混合 あさひクリニック 13:30～14:00 

 

 

おはなし会　 14:00～ 

 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家「はなさか」休館日 

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10:00～11:30 

BCG　 13:00～13:20 

三種混合　 13:30～14:00 

心配ごと相談　 13:30～16:00 

 

 

 

三種混合 山本内科小児科医院 13:30～14:00 

風しん あさひクリニック 13:30～14:00 

 

 

第20回ともべウォークラリー大会 

子育て支援センター　 9:00～12:00 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家「はなさか」休館日 

マタニティビクス　 13:15～13:30 

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10:00～11:30 

特設人権相談　 10:00～15:00 

三種混合 武藤医院 14:00～14:30

マザークラス(１コース)　 9:30～9:45 

 

３才児健診（H15.2.1～2.28生）　 13:00～13:20 

 

身体障害者・知的障害者相談　 13:30～16:00 

おはなし会　 14:00～ 

新笠間市開庁式 

音楽会・名曲コンサート　 13:30～ 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家「はなさか」休館日 

町立図書館休館日 

 

行政相談　 13:30～16:00 

心の相談室　 9:00～11:00 

心配ごと相談　 13:30～16:00 

健康相談　 10:00～11:30 

三種混合　 13:30～14:00 

風しん 常陸クリニック 13:30～14:00 

麻しん あさひクリニック 13:30～14:00 

 

 

 

みんなおいでよ　 10:30～ 

名作映画会　 14:00～ 

町立図書館臨時休館日（31日まで） 

中央公民館休館日 

いこいの家「はなさか」休館日 

いこいの家「はなさか」休館日 

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10:00～11:30 

三種混合 塙医院 13:30～14:00 

心配ごと相談　 13:30～16:00 

５才児相談（H13.2.1～3.31生）　 13:00～14:00 

BCG　 13:00～13:20 

 

三種混合　 13:30～14:00

春分の日 

社 

保 

保 

保 

図 

保 

保 

保 

社 

図 

図 

図 

保 

保 

保 

国 

社 

保 

保 

保 

保 

社 

保 

公 

社 

役 

国 

図 

図 

保 

保 

社 

保 

保 

国 

電話番号一覧
○友部町役場……77-1101
○中央公民館……77-7533
○町立図書館……78-1200
○保健センター…77-9145
○国保病院………77-0034
○第１保育所……77-6105

役

公

図

保

国

育

※毎週月曜日は中央公民館休館日ですが、教育委員会はご利用できます

情報BOXは21ページからお読みください

○歴史民俗資料館……………77-8925
○社会福祉会館………………77-0730
○いこいの家はなさか………77-5110
○環境センター………………77-2416
○ゆかいふれあいセンター…78-3796
○下水道組合…………………78-0851

警察 友部地区交番
78-0110

消防 友部消防署
78-0119

歴

社

は

環

ゆ

下

役場の電話番号は0296-77-1101です

■は申込み、■は問合せ、 はEメール申 問

役場のホームページアドレスはhttp://www.town.tomobe.ibaraki.jpです

広報ともべ２月号 18

※３月19日から施設の名称が一部変わります。
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５日

12日

19日

21日

26日

日

日

日

火

日

常陸クリニック

菅谷病院

武藤医院

原田医院

高瀬医院

７８－５９１１

０２９９ー４５－２１７２

７７－６６１０

７７－８８８３

０２９９ー４５－２１４０

３月の休日救急当番医

※休日診療は、友部町･岩間町の医師会のご協力により実施されています。
なお、医師の都合により変更することがあります。

明日のあなたに国民年金

広報ともべ２月号19

テレフォンサービス
(�７７－９７１１）

２月10～19日

２月20～28日

３月１～10日

／生活情報｢お湯につ

かって｣

／民話｢ひうち大明神様」

／北山の四季｢春の風、

そこに木の芽の形が｣

あたたかいご厚意まことにありがとう
ございました。

善意の窓

●善意銀行

（Ｈ17年12月１日～Ｈ18年１月16日）

金 5,000円 鈴木　秀子 様

金 5,000円 吉井　志げ 様

金 2,492円　雑巾 120枚

大野　くら 様

雑巾100枚 富士寿友会 様

金 20,000円 渋佐　幸重 様

金 20,000円

ともべ幼稚園父母の会 様

金 42,285円 旧陣屋そば会 様

雑巾80枚 豊田　とら 様

雑巾170枚 コロナの会 様

金100,000円 大貫順子 様

金 70,000円

水戸ヤクルト販売(株) 様

金 20,000円

JA茨城中央　花き部会 様

金 67,147円 緑美長生会 様

金 2,131円 関　貞夫 様

金 5,932円 横手　市郎 様

金 21,455円 おおはた美容室 様

金 40,031円 匿名(７名)

●ボランティア基金

（Ｈ17年12月２日～Ｈ18年１月11日）

金 98,626円

友部町ボランティア連絡協議会 様

金 2,150円

フレンズバドミントンクラブ 様

金 9,000円 匿名(３名)

問

所得税、町･県民税の確定申告はお早めに!

平成17年分の所得税、町･県民税の確定申告期間は、

２月16日(木)～３月15日(水)です。
申告期限間近になると、申告会場は大変混雑し、長時間お待ちいただく

ことになりますので、できるだけ地区指定日に申告を済ませてください。

国税庁のホームページでは、パソコンで確定申告書･青色決算書･収支

内訳書が作成できる｢確定申告書等作成コーナー｣を設けています。この

コーナーでは、入力画面のガイダンスに従って必要項目を入力し、印刷

することにより、申告書等が簡単に作成できます。作成した申告書は、

添付書類とともにそのまま郵送など税務署に提出することができます。

また同コーナーで入力したデータをe-Tax (国税電子申請･納税システム)

に引き継ぐことができます。

国税庁のホームページアドレス　http://www.nta.go.jp

所得税について　水戸税務署(�029－231－4211)

町･県民税について　役場税務課(内線334･335)

z-jumin@town.tomobe.ibaraki.jp

問

●１年または６ヵ月の前納も口座振替がお得です！

口座振替での前納は、１年分前納または６ヵ月分前納(４月～９月分、

10月～３月分)のいずれかを選んでお申込みください。平成18年度分口

座振替の前納申込みは２月20日(月)までです。金融機関または社会保険

事務所で早めに手続きをお願いします。(申込用紙は備えてありますが、

基礎年金番号の記入が必要ですので、年金手帳等で確認してください。)

詳しくは水戸南社会保険事務所に問合せください。

水戸南社会保険事務所(�029－231－4271)

●国民年金相談日　常陽銀行友部支店　３月８日(水)

常陽銀行顧問の社会保険労務士がご相談に応じます。
※相談時間は、10時～15時。相談の際は、年金手帳･年金証書･印かんをご持参ください。
ご希望の方は常陽銀行友部支店にご予約ください。 �77－1154

国保年金課（内線308） nenkin@town.tomobe.ibaraki.jp

問



役場の電話番号は0296-77-1101です

■は申込み、■は問合せ、 はEメール申 問

役場のホームページアドレスはhttp://www.town.tomobe.ibaraki.jpです

町の医療費
(９月診療分）

国 保：被保険者10,646人　医療費 1億6,104万5,893円（前月比1,255万5,945円減）
老 人：受 給 者 3,636人　医療費 1億7,237万1,268円（前月比　834万6,939円減）

広報ともべ２月号 20

健康講座｢あんしん｣参加者募集
認知症(痴呆)の早期発見のポ

イントや、家族の関わり方を学
ぶ講座を開催します。
日時…３月10日(金) 10時～11時30分
場所…町保健センター
内容…講演／｢認知症を持つ家族への
関わり｣ 講師／八坂光江さん(グルー
プホームお母さんの家施設長)
申込期限…３月３日(金)

健康増進課(保健センター内)
(�77－9145)

yobou@town.tomobe.ibaraki.jp

県政モニター募集
県政モニター制度は広く県民の皆

さんの提案や意見を組織的･断続的

に聞き、県の行政施策の企画･立案･

実施の参考にしようとするものです。

任期…２年間

募集人数…50人

応募資格…①県内に在住の20歳以上

の人②公務員、地方公共団体の議会

議員でない人③国･市町村のモニター

やインターネットモニターと兼務に

ならない人④過去５年間に県政モニ

ターを経験していない人

申込方法…応募用紙に所定事項を記

入の上、郵送･ＦＡＸ･電子メール･

電子申請のいずれかの方法で応募し

てください。

申込期限…２月28日(火)

〒310－8555 水戸市笠原町

978－6 県広報広聴課　県政モニ

ター担当

(�029－301－2123、 FAX029－301－2168)

koho2@pref.ibaraki.lg.jp

水戸建築高等職業訓練校の
生徒を募集します
水戸建築高等職業訓練校は、建築

大工職として就職しながら３年間就

学すると、２級技能士の受験資格が

得られる訓練校です。さらに技能照

査に合格すると学科試験が免除され

ます。

訓練開始日…４月中旬

毎週火･金曜日　18時30分～21時

30分

対象…中学校、高等学校、専門学校

を卒業した人(卒業見込みを含む)で、

水戸市周辺の事業所に建築大工職と

して就職(見込みを含む)した人

授業料…60,000円(年間)

募集期限…４月20日(木)

水戸建築高等職業訓練校　　　

(�029－226－0405)

オストミー講習会を開催します
オストメイト(人工肛門･人工膀胱

保有者)やその家族、医療関係者を

対象とした講習会を開催します。

日時…２月26日(日) 10時～15時

場所…水戸市福祉ボランティア会館

内容…①人工肛門･人工膀胱保有者の

ためのオストミー講習会

講演･相談／吉井慎一さん(医学博士)、

高橋知勢子さん(ＷＯＣ認定看護士)

②ストーマ用装具展示･説明

参加費…1,000円

申込期限…２月20日(月)

(社)日本オストミー協会茨

城県支部事務局　長谷川輝元さん

(�0293－22－5242)

第５回茨城県医師会
県民健康フォーラムを開催

日時…３月５日(日) 13時30分～16時

場所…町中央公民館３階大ホール

内容…生活習慣病予防に関する講演

会、来場者との対話集会

講師／原中勝征先生(茨城県医師会

長)、板倉弘重先生(茨城キリスト教

大学教授)、山口巖先生(筑波大学附

属病院長)

参加費…無料

申込方法…２月23日(木)までに、名

前、住所、連絡先、参加希望人数、

生活習慣病に関する質問事項(ある人

のみ)を明記し、はがき･ＦＡＸ･電子

メールのいずれかで申込みください。

茨城新聞社広告局企画開発部

(〒310-8686 水戸市北見町2-15)

(�029－221－3158 ＦＡＸ029－221－3126)

event2@mail.ibaraki-np.co.jp

訪問介護員養成研修
｢２級課程｣受講生募集
受講期間…４月３日(月)～10月19日(木)
18時30分～(全38回)
※毎週月･木曜日実施、祝日は休み
場所…社会福祉法人尚生会かさまグリー
ンハウス(笠間市福田)社会福祉法人尚生
会ケアハウスかさま(笠間市石井)
受講料…50,000円(テキスト代、実習費を含む)
受講内容…講義58時間、実技42時間、
実習30時間
募集期間…２月16日(木)～25日(土)

社会福祉法人 尚生会 かさま
グリーンハウス (�72－3441)

募 集 

第14回茨城県歯科医学会
公開講座のお知らせ
日時…３月19日(日) 13時～16時
場所…水戸プラザホテル１階 ガー
デンルームwest
内容…講座｢食べやすさに配慮しつつも
食べる筋力を維持する『楽食』の試食会」、
｢食べやすさ飲み込みやすさを追求した
『市販介護食』の紹介と試食会｣など
定員…100人(定員になり次第締切)
参加料…無料
申込期間…３月１日(水)～11日(土)

茨城県歯科医師会
(�029－252－2561）

問

申 問・

申 問・

申 問・

申 問・

申 問・

申 問・



案 内 
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広報ともべ２月号21

男女共同参画社会を目指して

慣習にとらわれず個性を大切に　　　　　　　　　 企画課(内線323) machi-z@town.tomobe.ibaraki.jp問

ひとこと啓発 

男女共同参画推進グループ 
「共生の会」 

笠間市･友部町･岩間町合併
協議会第11回協議会を開催

協議会は公開しますので、傍聴く

ださい。(会場の都合上、人数に制

限があります。)

日時…３月８日(水) 16時～

場所…笠間市総合公園管理棟

内容…事務事業の調整などについて

笠間市･友部町･岩間町合併協議会

事務局 (�73－0133) 

gappei@city.kasama.ibaraki.jp

消費税の申告について

消費税の事業者免税点が３千万円

から１千万円に引き下げられたこと

により、本町でも新たに160人の新

規課税事業者ができ、申告を行うこ

とになりました。※対象者には税務

署からハガキが送付されます。

受付日時…３月１日(水)～３月７日(火)

※土日は除く。

場所…笠間市役所　確定申告受付会場

申告受付者…水戸税務署からの派遣税理士

水戸税務署(�029－231－4211) 

相続登記はお済みですか？

茨城司法書士会では、２月１日か

ら28日までの１ヵ月を｢相続登記は

お済みですか月間｣として、県内各

司法書士事務所で、無料で相続登記

に関する相談に応じています。

茨城司法書士会

(�029－225－0111)

２月の納税等

■固定資産税 (第４期)

■国民年金保険料 (１月分)

■介護保険料 (第６期)

納付期限は２月28日（火）

共子（主婦） 

私は会長に
友子さんを
推薦します。 

でも、会長は男性
で副会長は女性が
普通じゃない?

○○会役員 
選考会議 

学（会社員） 

そうですね。
性別にとら
われないで、
人で選びま
しょう!

友子さんは経験
が豊富でリー
ダーシップもあ
るから適任だと
思います。 

問

問

問

戦没者の特別弔慰金支給

対象…戦没者等の死亡当時の遺族で

平成17年４月１日現在、公務扶助料

や遺族年金等を受ける人(戦没者の

妻、父母等)がいない場合次の順序

で最も順位が先の人一人。

受給順位

①弔慰金の受給権者 ②戦没者等の子

③戦没者等と生計関係があり、戦没

者等と同じ氏の父母･孫･祖父母･兄

弟姉妹　④３以外の父母･孫･祖父

母･兄弟姉妹　⑤１～４以外の遺族

で戦没者等の死亡当時まで引き続き

１年以上生計関係があった三親等以

内の親族

支給内容…10年償還の記名国債(額

面40万円)

請求期限…平成20年３月31日

福祉課 (内線303)

f-syakai@town.tomobe.ibaraki.jp

県民交通災害共済
２月１日から受付を開始します

県民交通災害共済は、交通事故に

よるけがで、３日間以上通院や入院

をしたときに見舞金が支給されるも

のです。万一の場合に備えて、家族

みんなで加入しましょう。(町内の

小中学校に通う人は、４月に学校で

取りまとめて加入することになりま

す。※半額補助)

対象…町内に住民登録または外国人

登録をしている人

会費(１年間)…大人900円、中学生

以下500円

共済期間…４月１日～翌年３月31日

(途中加入の場合は申込みの翌日から

３月31日まで)

生活環境課 (内線422) 

seikatsu@town.tomobe.ibaraki.jp

人口と世帯数 １.１現在

●人　口
男
女

●世帯数

３５,４８７人 (－258）
１７,４２７人 (－178）
１８,０６０人 (－ 80）
１２,１６０世帯(－ 8）

※（ ）は前月比

今月から、平成17年国勢調査の
結果に基づいた人口となります。

申 問・

申 問・
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■
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係

郷
土
の
先
人
た
ち

阪さ
か

場ば

志む
ね

業な
り

は
、
天
保
四
年
に
水
戸
藩
士
立
花
宗
七
郎
の
四
男
に
生
ま
れ
、
本

名
を
順
蔵
と
い
い
ま
し
た
。
弘
化
三
年
、
一
三
歳
で
水
戸
藩
の
お
抱
え
鉄
砲
師

国
友
尚ひ

さ

志む
ね

の
門
に
入
り
ま
し
た
。
厳
し
い
修
業
を
積
み
一
九
歳
で
国
友
流
鉄
砲

の
口く

伝で
ん

秘ひ

技ぎ

を
修
得
し
、
水
戸
藩
の
神し

ん

勢せ
い

館か
ん

鉄
砲
師
に
就つ

き
ま
し
た
。
水
戸
藩

九
代
藩
主
徳
川
斉な

り

昭あ
き

に
自
作
の
鉄
砲
を
献
上
し
、
斉
昭
か
ら
お
誉ほ

め
の
言
葉
と

志
業
の
名
を
賜
り
ま
し
た
。

元
治
元
年（
一
八
六
四
）水
戸
藩
の
天
狗
争
乱
で
神
勢
館
が
焼
失
、

水
戸
藩
も
混
乱
に
陥

お
ち
い

り
ま
し
た
。
明
治
初
年
志
業
は
復
活
し
た
宍
戸

藩
に
招
聘

し
ょ
う
へ
い

さ
れ
、
宍
戸
に
移
住
し
ま
し
た
。
廃
藩
置
県
に
よ
り
禄ろ

く

を

失
い
ま
す
が
、
鉄
砲
づ
く
り
を
続
け
る
覚
悟
で
し
た
。
明
治
八
年
猟

銃
製
造
の
願
い
を
県
へ
提
出
し
ま
し
た
が
、
個
人
の
鉄
砲
づ
く
り
は

許
可
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治
一
六
年
に
な
っ
て
、
猟
銃
新
規
製

造
願
が
認
め
ら
れ
、
猟
銃
製
造
に
着
手
し
ま
し
た
。

家
の
前
を
流
れ
る
小
川
に
水
車
を
取
り
付
け
、
動
力
と
し
て
利
用

し
ま
し
た
。
明
治
の
後
半
に
は
、
手
元
を
折
っ
て
弾
を
装そ

う

填て
ん

す
る
阪

場
式
元も

と

折お
り

銃じ
ゅ
う（

空
気
銃
）を
製
造
し
ま
し
た
。
ま
た
、
捕
鯨
銃
や
村
田
式
猟
銃
も
手

が
け
ま
し
た
。
初
代
志
業
が
創
業
し
た
Ｓ
Ｋ
Ｂ
工
業
は
、
宍
戸
の
有
力
な
企
業
で

し
た
。

な
お
、
順
蔵
の
祖
母
は
、
明
治
二
年
宍
戸
藩
庁
よ
り
長
寿（
八
〇
歳
）の
褒
賞

ほ
う
し
ょ
う

を

受
け
、
綿
料
と
し
て
金
三
百
疋ひ

き（
一
疋
は
銭
十
文
）を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
宍
戸
藩

領
の
最
長
寿
で
し
た
。

（
参
考
文
献『
友
部
町
百
年
史
』）

阪
場
志
業
（
一
八
三
三
〜
一
九
一
一
）

35

▼
１
月
８
日
、
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た

成
人
式
で
、学
校
給
食
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
学
校
給
食
に
ど
ん
な
思
い
出
を
持
っ

て
い
ま
す
か
？
50
歳
代
以
上
の
人
は
お
い
し

く
な
か
っ
た
脱
脂
粉
乳
、
40
歳
代
の
人
は
く

じ
ら
の
串
揚
げ
や
コ
ッ
ペ
パ
ン
な
ど
を
思
い

出
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
今
は
お

い
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
地
元
産
の
食
材
を

使
い
、
子
ど
も
た
ち
は
安
全
･
安
心
な
給
食

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
給
食

か
ら
食
育
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
給
食
は
ど
ん

ど
ん
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

Ｔ
・
O
・
H

友部学の４つの「共
とも

」

共援 
行政運営の中心に 
「町民の参画」を 

置く 

共感 
町民が 

「ふるさと友部」を 
誇りに感じる 

共生 
共に生きる 

「町民の幸せ」を 
実現する 

共創 
町を「町民と行政の 
パートナーシップ」 

で創る 

編 

集 

後 

記 

編 

集 

後 

記 

広報ともべ２月号 22

左　阪場志業
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